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【背景】 イチイ樹木が生産するパクリタキセルは、優れた抗腫瘍活性を持つジテルペノイドで

あるが、その生産には多段階の有機合成が必要になるため、組換え微生物を用いた生合成研究が

盛んに行われている。昨年度大会にて、メバロン酸経路遺伝子群及びタキサン生合成遺伝子群を

導入した大腸菌を用いて、lithium acetoacetate（LAA）から約 200 mg/Lの taxa-4(5),11(12)-diene
の生産を報告した。本大会では、同大腸菌において taxadiene-5α-olの生産を検討したので報告す
る。

【方法と結果】 昨年度報告した大腸菌系に日本イチイ（<i>Taxus cuspidata</i>）由来 taxadiene 
5α-hydroxylase遺伝子及び cytochrome P450 reductase (<i>CPR</i>) 遺伝子の導入したところ、
目的の taxadiene-5α-olの他7種類のタキサジエン酸化物が得られた。さらに、3種類の<i>CPR</i>、

プラスミドの構造、pH 及び培養液組成について検討した結果、培養液 1 L 当たり約 20 mg の
taxadiene-5α-olの生産を実現した。
本研究は、経済産業省委託事業「革新的バイオマテリアル実現のための高機能化ゲノムデザイ

ン技術開発」の一部として実施された。
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